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-人口の動き
(前月比〉

人口(男)33. 214 + 71 
(女)36. 114 + 76 
(言十)69.328 +147 

世帯叡 20.817 + 28 
9月1日現在

豊かな 自然と文化の薫る海上空港都市三三三日開60年10月15日

、
市政だより

ボ
ク
の
名
前
は
ま
だ
な
い

ペーか
同
位
前
に
ほ
か
の
兄
弟
芝
ち
と

一緒
に
生
ま
れ
だ
ん
だ

ボ
ク
の
ご
主
人
は
優
し
い
人
で
H

措
て
る
の
は
可
愛
そ
う
だ
H

と
言
っ
て

子

犬
の
里
親
を
探
し
に
連
れ
て
き
だ
ん
だ

話
、ガ
、ボ
つ
を
気
に
入
っ
て
く
る
れ
かーな

新
し
い
ご
主
人
も
き
っ
と
優
し
い
人
、
だ
ろ
う
な

ボ
ク
だ
ち
も
怒
き
で
野
良
犬
や
野
良
猫
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ

一
度
飼
つ
だ
ら
最
後
ぎ
で
可
愛
、ガ
っ
て
ね

印刷所/九州凸版側

(
ボ
つ
も
い
だ
、ず
ら
は
し
な
い
よ
〉

編集/広報公聴課発行所/大村市役所宮(内③4111毎月 1日・ 15日発行
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昭和62隼4月開校をめざして

に着手fBz2京司由宇宙の建設工
33，000 m2の穀地lこ3階建のスマートな校舎

総事業費-13億5，000万円

西
大
村
中
学
椋
お
よ
び
郡
中
学
枝
の
生
徒
急
増
に
よ
り
¥
長
崎
緑
化
事
業

所
跡
地
(
桜
馬
場
二
丁
目
)
に
¥
分
離
独
立
板
の
桜
ガ
原
中
学
校
を
建
設

し
ま
す
。

す
で
に
、
フ
月
か
ら
用
地
造
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
¥
本
格
的
な
枝
書

建
設
工
事
に
入
る
た
め
¥
9
月
初
日
、
現
地
で
戸
富
市
長
な
ど
関
係
者
ガ

出
席
し
て
¥
起
工
式
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
設
校
は
、
約
3
万
3
0
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
南
側
に
運

動
場
、
北
側
に
校
舎
と
体
育
館
な
ど

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3

階
建
(
延
面
積
4
8
8
3平
方
メ
ー

ト
ル
)
で
、
普
通
教
室
目
、
特
別
教

室
円
校
長
室
、
職
員
室
、
保
健
室

な
ど
が
、
配
置
さ
れ
ま
す
。

特
別
教
室
に
は
、
学
年
集
会
や
、グ

ル
ー
プ
学
習
、
共
同
作
業
、
研
究
発

表
会
な
ど
が
で
き
る
多
目
的
教
室
も

配
置
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
(
用
地
費
含
む
)
は
約
日

億
5
0
0
0
万
円
で
、
校
舎
建
設
の

工
期
は
日
年
ロ
月
初
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
体
育
館
と
プ

l
ル
は
臼
年

度
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

放
虎
原
小
学
校
区
、
富
の
原
小
学

校
区
の
生
徒
が
、
こ
の
新
設
校
で
勉

強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
学
校
名
に
つ
い
て
は
、
関

係
校
区
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
た
校
名
の
中
か
ら
選

定
し
、

3
月
定
例
市
議
会
で

正
式
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

建
設
工
事
中
は
、
騒
音
や

ほ
こ
り
、
工
事
車
両
の
通
行

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
特

に
付
近
住
民
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

図想予成出
冗

一締凶
器
患

下水道(工事中ご迷惑をおかけしますが、ご協力ください)心て可申ばす※ふれあいの
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者

情

崎

「

悪
徳
商
溶
か

S

身
を
守
る
コ
ツ

昔
も
今
も
か
う
ま
す
ぎ
る
話
H

は

ι保
映
で
す
。
、
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
た
ら
、
ド
ア

を
開
け
る
前
に
、
ど
こ
の
、
誰
が
、

何
の
目
的
で
訪
ね
て
来
た
か
確
か
め

スν
。

費

消現
在
、
加
入
さ
れ
て
い
る
国
民
年

金
は
、
昭
和
白
年
4
月
1
日
か
ら
改

正
さ
れ
ま
す。

こ
の
改
正
で
、
厚
生
年
金
保
険
ま

た
は
船
員
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
ご

主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
て

も
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

j
現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
j

叩
月
末
か
ら

「
国
民
年
金
任
意
加

入
被
保
険
者
現
況
届
書
」
が
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

対
象

第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
す

る
人

むおお市政だより(3) 

1
月
紅
白
幽

だ
け
言
っ
て
断
る
。
へ
た
に
理
由
を

言
っ
た
り
、
合
い
づ
ち
を
打
つ
と
、

相
手
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
る
。

⑥
預
貯
金
や
株
、
債
券
な
ど
、
い
く

ら
持
っ
て
い
る
か
聞
か
れ
て
も
答
え

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
預
金
通
帳
や
印

鑑
は
、
決
し
て
知
ら
な
い
人
に
預
け

な
し
⑤
少
し
で
も
迷
っ
た
り
し
た
ら
絶
対

契
約
し
な
い
。
そ
し
て
、
家
族
や
知

人
な
ど
に
相
談
す
る
。

j
だ
ま
さ
れ
た
と
き
は
j

①
す
ぐ
に
取
り
引
き
を
中
止
す
る
こ

と
を
、
内
容
証
明
郵
便
な
ど
、
証
拠

提
出
・
問
い

合
わ
せ
先

保
険
年
金

課
年
金
係

~保険料の払い方~

(第3号被保険者)

夫の厚生年金制度

からまとめて拠出、

市町村に届出をす

れば、保険料を納

めなくてよい

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

添
付
書
類

第
3
号
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
(
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
と
、
ご
主

人
の
年
金
手
帳
)

※
ご
主
人
の
勤
め
先
で
、
現
況
届

に
ご
主
人
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
も
ら
っ

た
と
き
は
、
書
類
の
添
付
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
す
る
必
要
の
な
い
人

・
ご
主
人
が
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人

・
厚
生
年
金
な
ど
の
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
を
受
け
て
い
る
人

-
A

平生

提
出
期
限

が
残
る
方
法
で
業
者
に
は
っ
き
り
伝

え
る
。

②
お
金
は
要
求
さ
れ
て
も
払
わ
な
い
。

通
帳
な
ど
を
業
者
に
渡
し
て
い
た
と

き
は
、
す
ぐ
郵
便
局
や
銀
行
に
支
払

い
停
止
を
届
け
出
る
。

③
す
で
に
支
払
っ
た
お
金
が
あ
れ
ば
、

内
容
証
明
郵
便
な
ど
で
、
直
ち
に
全

額
返
す
よ
う
要
求
し
、
他
の
会
員
権

な
ど
へ
の
乗
り
変
え
や
契
約
の
延
長

に
は
、
絶
対
、
応
じ
な
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
係
、
県
生
活
セ

ン
タ
ー
(
宮
長
崎
⑫
2
7
8
1
)

(第オ号彼保陵者)、+ 国民年金

サラリーマンの妻で

サラリーウーマ ン

市民相談コーナ一(広報公聴課)ですべて無料で行っています。お気軽に相談ください。

人権相談 (ア日

行政相談 。4日
法律相談 (20日

不動産相談 ( 22日

交通事故相談 (26日

年金相談 ( 27日

15:00) 

12:00) 

15: (0) 

16:00) 

15:00) 

15:00) 

1 0: 00 

9:30 

10:00 

13: 00 

10:00 

10:00 

ヂ言語
竹
月
の
定
例
相
談
日

!

3日:本祭、市営球場)※おおむら祭 (11月2日:前夜祭、市民会館
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豊"，，@@を
いつまでも大切に
下水道弔常反恒1・-水溶イヤT室

下水道語函タトf弘元長のご協力を

b むおお"'川山山川

近
く
の
川
や
農
業
用
水
路
は
き
れ

い
で
す
か
。
現
在
、
大
村
湾
や
河
川

の
水
の
汚
れ
が
進
み
「
ド
ブ
化
」
現

象
が
起
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
家

庭
雑
排
水
が
主
な
原
因
で
す
。

海
や
川
の
汚
染
は
、
私
た
ち
が
自

然
か
ら
受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を

失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
ん

な
の
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

監
E
U
m

水
洗
化
工
事
を

し
て
く
だ
さ
い

大
村
市
の
下
水
道
も
、
昭
和
問
年

4
月
の
供
用
開
始
か
ら
4
年
半
が
経

過
し
ま
し
た
。

現
在
、
整
備
面
積
は
6
2
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
、
処
理
可
能
戸
数
は

7
6
7
0
戸
に
・
な
り
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
普
及
率
は
お

・
1

%
と
な
り
、
今
年
8
月
末
現
在
の
水

洗
化
率
(
処
理
区
域
内
)
は
、
門
別
・

2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
法
で
「
排
水
設

備
は
遅
滞
な
く
設
置
、
便
所
は

3
年

以
内
に
水
洗
化
へ
改
造
」
す
る
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
処
理
区

域
内
の
接
続
可
能
な
建
物
で
、
ま
だ

排
水
設
備
(
水
洗
化
)
工
事
が
お
済

み
で
な
い
家
庭
は
、
早
目
に
排
水
設

備
工
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
下
水
道
処
理
開
始
区
域
で
、

開
始
後
、
原
則
と
し
て
3
年
以
内
は
、

水
洗
化
工
事
費
を
無
利
子
で
、
融
資

し
て
い
ま
す
。

融
資
限
度
額

初
万
円

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
建
設
課
計
画
指
導
係

処
理
施
設
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い

昭
和
問
年
度
下
水
道
予
定
区
域
外

の
地
域
で
は
処
理
施
設
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
処
理
施
設
に
は
、
補
助

を
行
い
ま
す
。

①
補
助
金
額

放
流
型

2
万
円

(
本
体
工
事
費
、
約
6
万
円
)

無
放
流
型

6
万
円

(
本
体
工
事
費
、
約
国
万
円
)

お

河

川

mw
宮
司
日

お

晶

画

巴

大
村
電
報
電
話
局

ご
れ
か
ら
結
婚
シ
ー
ズ

ン
。

お
祝
い
電
報
は
叩
日
前
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
金
・
土

・
日
曜
日
は

祝
電
が
多
く
、
大
変
、
混
雑
し
ま
す
。

混
雑
を
避
け
て
、
早
目
に
宮
1
1
5

へ。

3
日
前
ま
で
に
電
報
を
打
つ
と
、

1
5
0
円
の
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
メ
ロ
デ
ィ
を
組
込
ん
だ
、

お
祝
い
電
報
(
県
庁
所
在
地
の
み
)

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

宮

1
1
5
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。。

一
イ
も
』
言
¥

一
O

¥

あ
な
た
も
自
転
車
暴
走
族
じ

な
っ
て
い
ま
ぜ
ん
か

道
路
標
識
な
ど
で
通
行
し
て
も
よ

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
る
た
め
、

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
歩
道
な
ど
は
、
も
し
、

こ
の
よ
う
な
速
度
で
歩
行
者

自
転
車
も
人
と
一
緒
に
通
行
す
る
こ
と
ぶ
つ
か
れ
ば
、
大
変
な
事
故
と
な

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
H

車
社
会
u

り
ま
す
。

の
中
で
、
自
転
車
が
弱
者
の
立
場
に
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ

あ
る
か
ら
で
す
。

が
あ
る
時
は

円強
者
の
余
袴
H

を
も

し
か
し
付
人
u

対

り
自
転
車
H

と

っ
て
、
必
ず
一
喧
件
止
し
ま
し
ょ
う
。

な
る
と
、

自
転
車
も
強
者
に
早
変
わ
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
未
ノ
行
者
を
け
ち
ら

り
し
ま
す
。

し
て
走
る
H

自
転
車
暴
走
族
υ

の
よ

早
く
走
ろ
う
と
思
え
ば
、
ミ
ニ
バ
う
な
老
り
方
は
、
絶
対
に
止
め
ま
し

イ
ク
の
制
限
速
度
で
あ
る
時

速

初

凶

ょ

う

。

æ@~u}8白@~~[3切[3(0侶
ト手作業(稲刈機械稲刈 |脱 穀 iiもみすり| 昼品士)り 10 a当たり (食事な し ハーベスター !

| 男 | 女 |パインダコンパイン 11雪炊骨)|
|4，30013，800 I 7，500 10，000 I 330 
問い合わせ先 農業委員会

パインダーによる稲刈などは結束紐を含み、ほ場などの条件により20%以内で賃金増の請求ができます。

(単位・円)

人参掘扇町

i 員長t)り | 
| 男 | 女 l
~2000 1 3，600 I 

みかん採取
1 日当たり
(食事なし)

l 男 | 女
也，0001 3，600 

1 f表(60kQ)
当たり

550 

※10月は、豊かな暮しと住みよい社会をつくる「郵便貯金月間」です
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中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
と
は
|

退
職
金
を
自
前
で
持
つ
こ
と
が
困

難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助
で
い

ざ
と
い
う
時
に
、
退
職
し
た
従
業
員

に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
、

労
使
双
方
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。あ
な
た
の
企
業
も
加
入
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

制
度
の
特
色
は
|

|

・
毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
、
企
業
の

実
態
に
あ
っ
た
退
職
金
づ
く
り
が

で
き
ま
す
。

欝

-w)
〈町〉砲
事
奪

食
べ
過
ぎ
に

気
を
つ
け
よ
う

秋
は

「
食
欲
の
秋
」
と
か
「
味
覚

の
秋
」
と
い
わ
れ
る
程
で
、
き
わ
や

か
な
気
候
で
食
欲
も
よ
く
な
り
、
ま

た
、
季
節
の
食
品
も
豊
富
に
出
回
り

ま
す。夏
の
暑
さ
で
消
耗
し
た
体
力
を
回

復
さ
せ
る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
つ

い
つ
い
油
断
し
て
食
べ
過
、
ぎ
な
い
よ

う
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

むおお市政だより(5) 

-
国
の
制
度
で
す
の
で
、
安
全

・
確

実
で
す
0

・
掛
金
は
、
経
費
扱
い
に
な
り
ま
す
0

.
退
職
金
に
国
の
補
助
金
が
つ
き
ま

す
。

-
過
去
の
勤
務
期
間
も
通
算
で
き
ま

す
。

-
掛
金
は
口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
ま

す
。

掛
金
は
|

|

1
2
0
0
円
1
1
万
6
0
0
0
円

ま
で
の
、
日
種
類
の
中
か
ら
選
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

食
べ
過、
ぎ
に
よ
る
肥
満
が
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
な
ど
の
成

人
病
を
誘
発
し
や
す
く
す
る
こ
と
は
、

よ
く
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

特
に
中
年
以
降
の
人
は
、
腹
八
分

目
の
食
事
を
守
り
、
運
動
不
足
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
手
続
き
は
1

1

所
定
の
申
込
書
(
各
金
融
機
関
に

あ
り
ま
す
)
で
、
申
込
金
存
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
労
政

係
、
各
金
融
機
関
、
商
工
会
議
所

(宮
③
4
2
2
2
)

成
人
病
健
康
診
宣

叩
月
幻
自
ま
で
で
す

成
人
病
健
康
診
査
は
お
済
み
で
す

，ヵ。
成
人
病
健
康
診
査
は
、
叩
月
白
日

ま
で
で
す
。
M
W
歳
以
上
(
子
宮
ガ
ン
、

乳
ガ
ン
検
診
は
初
歳
以
上
の
女
性
)

の
人
で
、
ま
だ
受
け
て
な
い
人
は
早

目
に
市
内
の
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ

h

「
ノ
。
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

泰裕vン介グン被診を tl~)ます一一一
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
る
結
核
の
撲
滅
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
す
。
ま
た
、
肺
ガ
ン
や
胸
部
疾
患
も
診
断
で
き
ま
す
。
健
康
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
1
回
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
人
以
外
は
全
塁
又
診
し
て
く
だ
さ
い

・
就
学
前
の
乳
幼
児
お
よ
び
小
中
高
校
な
ど
の
児
童
生
徒

.
職
場
な
ど
で
定
期
健
康
診
断
を
受
け
る
人

・
現
在
、
結
核
治
療
中
の
人
お
よ
び
妊
娠
中
の
人

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

包② 6712) ※看護教員募集 (申込期限:10月31日、問い合わせ先:大村看護高等専修学校

E二x二xコ==コ=

月日 場 所 時 間 月日 1曇 所 時 間

黒 木 小学校 1O : 00~ 10:30 % 立福寺(舟森商店前) 9 :30~ 11 :50 

% 萱 瀬出 張所 11 : OO~ 11 :50 G釦 福重出 張所 13: 00 ~ 15 : 00 
(月) 原郷 公民館 13 : 00~13:30 

% 
寿古公民館 1O : 00~ 11:50 

荒瀬 公民館 14 :00~ 15:00 浦 二 区公民館 1 3:00~ 14:00 
(月)

% 
鈴 田出 張所 9 : 30~ 11 :50 松原出張所 14: 30~ 15: 30 

陰平 下 公民館 13: 00 ~ 14 : 00 % 原口第 一 公民館 9 : 30~11 :50 
伏)
中里(平野商庖前) 伏) 竹松本町第一公民館14:30~ 15:30 13 :OO~ 15: 00 

今 村 公民館 9 : 30~ 1O : 30 % 宮小路公民館 9: 30~ 11 :50 

% 溝 陸公民 館 11 :OO~ 11 :30 (水) 大村農業改良普及所 1 3:00~ 1 5:00 

(水) 三 浦出 張 所 13 : 00~ 14:00 
% 
竹 松出張所 9: 30~ 11 :50 

西部公民館 1 4 : 30~ 15:00 黒丸公民館 l3 : 00~ 14:00 
(*) 
富ノ原2丁目公民館

% 
東光 寺 公民館 9: 30~ 10:30 14 : 30~ 15:30 

(木)
野岳湖(小川商庖前) 11 : OO~ 11 : 50 ~ゑ 中地 区公民館 9:30.，--11 :50 

武 留路 公民館 l3 : OO~ 14:00 位当 市 f生 所 13:00~ 15:00 
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1日 成人の健康相談 福祉センター 13 : OO~ 15:00 20日 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~16:00 

G邑 ⑪40歳以上(主婦・自営業者など)⑮血圧測定ほか (*) ⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

3日 当番医 21日 機能訓練根気の会 福祉セ ンタ - 13:30~ 15 : 30

(日・祭) (内・胃)藤井内科医院東本町 宮②3878 休) ⑪個別相談、ちぎり絵

(整)松永整形外科医院西大村本町 宮②4300 23日 当番医

4日 当番医 (土・祭) (内)長崎医院寿古郷 台⑤8615

(月・振) (内)近藤医院東本町 宮④1166 (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院

(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮⑤8739 東本町 宮②4330

5日 乳泊児発達健診 保健所 ⑧ 9 : 30~10 :00 24日 当番医

伏) ⑪乳幼児の身体発育面、精神発達面に不安を持 (日) (内)大薗内科医院松並1丁目 宮④5546

っている人 (産)大村中央産婦人科医院

乳却児健康相談 福重出張所 水主町2丁目 E②3850 

⑧13:30~15:00 ⑪乳幼児 25日 乳幼児健康相談 三浦出張所

6日 妊婦教室'(1) 中地区公民館 13:00~16:00 (月) ⑧ 9:30~ 11 :00 ⑪乳幼児

(水) ⑪は じめて母親となる心得、妊娠中の保健ほか 26日 T歳6か月児健康52査

7日 機能訓練根気の会 福祉センタ -13:30~15:30 (火) コミュニティセンタ一 ③13:00~ 1 3:30 

休) ⑮講演会「心身障害者をかかえる家族の対応に ⑪昭和59年4月生まれ (58年11 月 ~59年3月生まれ

ついて」 講師・・・早田正裕先生 で、まだ受けていない人も受診して ください)

10日 当番医 ⑬母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラ シ

(日) (内・小)与那城医院池田新町 宮③5575 27日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~ 16 :00 

(皮・泌)黒木泌尿器科医院 体) ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

西大村本町 宮④0211 28日 3歳児健康診査 コミュニティセ ンター

11日 安産教室 市役所健康相談室 9:00~ 11 :30 (木) ③ 9 :30~10 : 00、 13 : 00~ 13 : 3 0

(月) (⑧ 9:30まで) ⑮母子健康手帳、ズボン ⑪昭和57年5月生ま れ (56年11 月 ~57年4月生ま れ

→支健康相談 市役所健康相談室1 3:00~16 :00 で、まだ受けていない人も受診してくださ い)

⑪血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定 ⑮母子健康手帳、問診票

⑮みそ汁(汁のみ少々) 29日 T歳6か月児健康彰査

12日 育児相談 保健所 G封 コミュニティセンター ⑧13:00~ 13:3 0 

(火) ⑧ 9: 30~10: 00 ⑪育児に不安を持っている人 を興事…26日伏)と同じ

13日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~16:00 略号の説明

(水) ⑪妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか ⑫・・・対象となる人

15日 成人の健康相談 福祉セ ンター 13:00~15:00 ⑧・・・受付

(劃 @⑪… 1日幽と同じ ⑮…持ってくるもの

17日 当番医 ⑮...内容

(日) (産・内)長野病院東三城町 宮③1123

(外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 E②3070 
保健所および各出張所での乳鈎児相談

18日 成人の健康相談 竹松出張所 13 :30~ 15:00 
の場で神経芽細胞腫の横査セット(JJ¥

(月) ⑮血圧測定、 みそ汁の塩分濃度測定

⑮みそ汁(汁のみ少々)
兜ガン早期発見の定め〉 を渡します。

19日 乳鈎児健康相談 鈴田出張所
生後4か月までに、 乳鈎児相談を受け

(;k) ② 9:30~ 11 :00 ⑮乳幼児
ましょう。

※第21海軍航空廠殉職者慰霊大祭 (10月27日、午前10時3O)t"慰霊碑前)
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H

赤
い
羽
根
H

第
A
i

便

到

着

長
崎
空
港
)

今
月
か
ら
始
ま
つ
だ
「
赤
い
羽
根
共
同
勇
〈歪
運
動
」

の
第
パl

便
ガ
¥
全
日
空
の
ト
ラ
イ
ス

Q
lで
到
着
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
か
ら
戸
富
市
長
と
田
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
濃
さ
れ

ま
し
だ
。

9局@GJaJ
10月31巴(本)までです

①固定資産税 (3期分〉

①国民健康保検税 (4期分)

児童読書感想発表会

午前9時

コミュ二ティセンター

市内の各小学枝から推せんされた

児童21人ガ発表します。

多数、ご来場ください。

10月27日(白)

つ
会
4
F
産

ま
ら
催
物

届山
V

関

村

「
川
時
大

口
刷
用
¥

~大村市・角館町姉妹都市提携6周年記念~

みちのく小京都

秋田県角館特産
10 月 29 日 (火)~ 11月4日(月)・大村浜屋
出品物 樺細工、イタヤ細工ほか

※大村高校校外書道展 (11月 2 日~ 4 日、貞松ギ、ャ ラリ ー)

"
宮
、
M
W
噌

E

‘ω町
宮
、
“
w
時
V

‘A即時
官
、
“
・

q
g
h
u時
官
、
H
V
H
官
、
H
W
司
官
、

u白
宮
、

e
a
g足
。
咽

ghu'
n



(8) b むお

~tID守 E3司包~昌
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おI11ml川

さ で
んす
たね
ち
のそ
子ん
育な
でお
に父 をご存知ですか
対さ
すん
る、いは子とつ見は
相おも難育か:て親子
談母のして。 ;育を供

援
護
業
務
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
、
戦

傷
病
者
や
、
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん

の
各
種
年
金
や
扶
助
料
、
一
時
金

相
手
に
な
り
、
乳
幼
児
の
健
康
で
、

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
開
設
さ

れ
て
い
る
の
が
「
子
育
て
電
話
相
談

室
」
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い。

相
談
内
容
・

乳
児
の
栄
養
、
排
世
、

睡
眠
な
ど

・
幼
児
の
生
活
習
慣
、
発
育
問
題
な

が」

対
象

0
1
5
歳
前
後
の
乳
幼
児
を

な
ど
に
つ
い
て
援
護
担
談
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
叩
月
初
日
閥
、
午
前
日
時

ー
午
後
3
時

場

所

市

役
所
第
1
会
議
室

相
談
員

県
老
人
援
護
課

ME
U
M
客
足
U
ME
U
ME
U
MX
U
ME
N

E
U
返

り
NE
U
ME
忠
君

同
友
U
ME
U同
友
U
ME
U同
友
U
ME
U同
友
U
NE
U
ME
U
ME
U
N
E
U同
反
り
返

り
N
E
U
法
U
NE
U
ME
U
M
E
U

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
と
。

お
年
寄
り
ゃ
心
身
に
障
害
の
あ
る
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
に
対
し
て
は
、
税
金
の
面
で
も
い
心
身
障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特

ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
典

す

。

・

所

得
税
の
障
害
者
控
除

お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典
・

担
杭
税
の
障
害
者
控
除

・
老
年
者
控
除

・
特
別
障
害
者
に
対
す
る
贈
与
税
の

・
老
年
者
年
金
特
別
控
除

非
課
税

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
受
・

心
身
障
害
者
共
済
制
度
同
基
づ
く

け
ら
れ
る
特
典

給
付
金
の
非
課
税

納
税
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

親
族
で
、
所
得
金
額
が
一
定
額
以
受
け
ら
れ
る
特
典

下
の
人
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
・
所
得
税
の
障
害
者
控
除

除
や
悲
費
控
除
と
し
て

1
人
当
た

・
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る
場

り
お
万
円
を
納
税
者
の
所
得
金
額
合
の
配
偶
者
控
除
お
よ
び
扶
養
控

持
つ
人

相
談
日
毎
日
、
午
前
日
時
j
午
後

5
時

開
設
場
所

丁
目
)

諏
訪
保
育
園
(
諏
訪
一

医
療
費
を

お
知

S
せ
し
ま
す

昭
和
問
年
2
月
に
施
行
さ
れ
た
老

人
保
健
法
は
、
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
の
到
来
に
備
え
て
、
健
康
な
老
人

づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
壮
年
期
か

ら
の
病
気
の
予
防
を
始
め
と
し
て
、

医
療
の
確
保
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
保
健
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
村
市
で
も
、
健
康
診
査
、
健
康

教
育
、
健
康
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導

な
ど
の
各
種
保
健
事
業
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
保
持
や
病
気
予
防
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
事
土
木
の
一
環
と
し
て
老
人

医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
、
病
気
や

け
が
の
た
め
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

さ
れ
た
昭
和

ω年
6
月
分
の
医
療
費

の
額
な
ど
を
、
日
月
上
旬
ま
で
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
の
大
切

さ
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
、
健
康
管

理
の
必
要
性
を
よ
り
一
層
自
覚
し
て

い
た
だ
き
、
家
庭
や
地
域
で
の
健
康

づ
く
り
の
音
盆
献
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

皆
さ
ん
の
必
要
な
受
診
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
こ
と
は
個
人
の
秘
密
に

属
す
る
も
の
で
す
の
で
、
そ
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
と
と

も
に
、
親
展
文
書
で
医
療
受
給
者
あ

て
郵
送
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
の
内
容

受
診
者
名
、
入

院

・
通
院

・
薬
局
の
別
、
医
療
費

の
額

問
い
合
わ
せ
先

2③9658 (いつでも受け付けます)

福
祉
課
福
祉
係

除
物
品
税
の
免
税

・
心
身
障
害
者
施
設
が
購
入
す
る
テ

レ
ビ
や
ピ
ア
ノ
な
ど

・
本
人
ま
た
は
家
族
が
運
転
す
る
小

型
普
通
乗
用
車
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
諌
早
税
務
署

(宮
諌
早
②

1
3
7
0
)

※ボケ老人介護電話相談室
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各
種
教
室
受
講
生
募
集

受
付
開
始

日
月
四
日
樹

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

お

@亀書⑧⑥⑧を募集
合②2457
(学生は除き

むお市政だより(9) 

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ

@
く
ら
し
と
健
康
教
室

こ
れ
か
ら
の
暮
し
と
家
族
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期

間

口
月
6
日
j

ロ
月
刊
日
目
、
毎

週
水
曜
日
、
午
前
日
時
l
正
午

対
象

・
定
員

婦
人
、
初
人

学
習
内
容

上
手
な
買
物
の
仕
方
、

食
品
の
知
識
(
表
示
と
添
加
物
)
、

食
べ
も
の
と
健
康
な
ど

講
師

商
庖
街
の
庖
主
、
県
生
活
セ

ン
タ
!
、
大
主
専
門
講
師
外

。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
た
め

の
「
明
日
の
お
白
さ
ん
教
窒
」

期

間

口

月
7
日
l
ロ
月
四
日
、

毎

週
木
曜
日
、
午
後
2
時
1
4
時

対
象
・
定
員

妊
婦
、
こ
れ
か
ら
結

婚
さ
れ
る
人
、
初
人

学
習
内
容

結
婚
の
医
学
、
人
生
誕

生
の
喜
び
、
妊
娠
中
の
栄
養
と
食

事
、
乳
幼
児
の
心
理
学
な
ど

講
師

各
専
門
講
師
(
医
師
、
保
健

婦
、
大
学
教
授
外
)

市

民

映

画

会

日
時

叩
月
初
目
的
、
午
後
2
時
1

3
時
叩
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
ル
ム
名
・

ダ
ン
プ
母
さ
ん
と
6

人
の
子
ど
も
た
ち
(
児
童
劇
)

実
り
あ
る
日
に
j
主
婦
と
余
暇
1

(
市
民
教
育
)

ヴ
ル

1
フ・叫す
i
夕刊
W

の

家
箆
密
葬
錦
織

初
山
U

者
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

期
間

凶
月
l
U
月

場
所

市
民
会
館

問
い
合
わ
せ
先

大
村
社
交
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
(
宮
③

2
6
6
3
、
朝
長
)

ギ
タ

l
初

級

講

座

期
間

日
月
お
日
よ
り
2
か
月
間
、

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会

費

月

2
0
0
0
円
(
教
材
費
共
)

講
師

九
州
、
ギ
タ
l
音
楽
協
会
長

山
下
亨
先
生

問
い
合
わ
せ
先

大
村
ギ
タ
l
合
奏

団

(
包
③
0
3
2
8、
高
階
)

吋
1
3
i

命
V

、9
a却
す
政
⑬

j

宮田
の
原
小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
1

富
の
原
小
学
校
は
、
市
内
で
日

番
目
の
小
学
校
と
し
て
、

3
年
前

に
開
校
し
ま
し
た
。

富
の
原
小
校
区
健
全
協
も
、
結

成
以
来
3
年
目
を
迎
え
、
先
進
地

区
の
優
れ
た
活
動
状
況
を
手
本
に

し
て
、
運
営
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に

‘
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
健
全
育

成
部
で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が

不
足
し
て
い
る
最
近
の
実
状
を
ふ

ま
え
、
親
と
子
や
地
域
の
人
た
ち

と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大

切
に
す
る
た
め
、
子
ど
も
と
親
の

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
合
っ
た
映
画

の
夕
べ
を
行
い
ま
し
た
。

試
行
鎖
誤
を
重
ね
な
が
ら
も
、

体
育

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

・
映

画
会
活
動
、
自
転
車
な
ど
の
交
通

E

j

安
全
指
導
と
ス
テ

-

似

ッ
カ
ー
に
よ
る
広

圃

の

報
、
指
導
者
研
修

園

酒

会
や
危
墜
固
所
の

圃

何

調
査
、
た
ま
り
場

圃

の
監
視
、
有
害
立

圃

看
板
、
有
害
ポ
ス

圃

タ

!
の
追
放
と
い

圃

っ

た

地

区

内

外
の

a

巡
回
指
導
の
防
犯

活
動
な
ど
に
努
力

、

し

「

い

つ
の
日
か

色

は
、
他
の
健
全
協

、

の
模
範
的
存
在
に

な
ろ
う
」
と
、
地

域
の
人
た
ち
が

一
υ一 一 日斗

(大村藩制時の衣裳、藩公直筆の掛軸ほか)

図書館

資格 市内に住んでいる人

ます)

テーマ 題名は自由ですが、読書感想ま

たは読者体験を内容としたものに限り

ます。

原稿枚数 400字詰原稿用紙5枚程度

応募方法 ・作品は1人 1点

・作品の前に、題名、住所、氏名、読書

感想、は文の終りに書名 ・著者名(編者

名)を記入してくださし〉。

・応募作品は返却しません。

応募期限 11月30日(土)

応募・問い合わせ先 市立図書館(明 日

東本町481-5) 
※応募作品は「読書感想文集jに掲載し、

その文集と三百念品を贈ります。

※史料館展示品を入替え
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大
村
市
美
術
展

作
ロ
∞
を
募
集

会

期

日

月
幻
日
幽
1
お
日
開

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

部
門
洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写
真
、

彫
塑
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
版
画

資

格

市

内
に
住
ん
で
い
る
人
お
よ

び
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
高

校
生
以
上

出
品
点
数
各
部
門
、

1
人
2
点
ま

で
出
品
料

各
部
門
、

1
人
5
0
0
円

(
高
校
生
は
3
0
0
円
)

申
込
期
間
叩
月
お
日
働
j
日
月
ロ

日
刈

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

市

民

音

楽

祭

日
時
日
月
初
日
伯
、
午
後
6
時
初

分
開
演

場
所

市
民
会
館

武士ちゃん池田新町〉
疋けし

入
場
料

3
0
0
円

出
演

邦
楽
、
合
唱
、
器
楽
、
ギ
タ

ー
デ
ュ
オ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独
奏

問
い
合
わ
せ
先

中
地
区
公
民
館

(
宮
③
1
3
7
6
)

(吉田
よしだ

老
人
福
祉
講
座

作

昂

展

示

会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て

い
る
講
座
の
受
講
生
が
、
日
頃
の
勉

強
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

期

間

日

月
担
日
同
j
H
月
2
日

ω

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容

盆
栽

・
書
道

・
生
け
花

ふ
る
さ
と
産
自
ま
つ
り

期

間

叩

月
M
日
同

j
m日
ω

場
所
佐
世
保
玉
屋

出
品
物
農
林
水
産
品
、
民
工
芸
品
、

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
策
で
と
り
上

げ
た
県
産
品

ふ
る
さ
と
農
業
ま
つ
り

期
間
口
月
9
日
出

j
m日
制

場

所

県

総
合
運
動
公
園
芝
生
広
場

(
諌
早
市
)

内
容
・

農
林
畜
産
物
、
加
工
品
の
展

示
即
売

・
ふ
る
さ
と
直
送
便
コ
ー
ナ
ー

.
ふ
る
さ
と
味
茶
屋

・
家
畜
牧
場
、
民
謡
、
バ
ン
ド
演
奏

の
ふ
れ
あ
い
広
場

-
農
業
先
端
技
術
展

自
衛
隊
記
念
日

日
時
叩
月
幻
日
冊
、
午
前
9
時
1

午
後
3
時

場
所

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地

内

容

音

楽
ド
リ
ル
演
奏
、
資
料
館

見
学
外

※
当
日
は
、
午
前
8
時
か
ら
駐
屯
地

を
一
般
開
放
し
ま
す
。

農
林
水
産
ま
つ
り

相

撲

大

会

各
地
区
対
抗
と
個
人
戦
、
職
場
対

抗
も
行
わ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
参
観
、

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

叩
月
幻
日
側
、
午
前
8
時
却

分
場
所

大

第
お
回
全
国
学
校
保
健

E丹
円守、

プu

A
E
 

大

長
崎
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
題

健
康
で
活
力
に
満
ち
た
心
豊

か
な
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て

ー
学
校

・
家
庭

・
地
域
の
連
携
j

期

間

日

月
7
日
附
1
9
日
凶

場
所
長
崎
市
民
会
館
外

特
別
講
演

N
H
K
野
球
解
説
者

川
上
哲
治
氏
、
演
題
「
私
の
野
球

人
生
」

問
い
合
わ
せ
先
全
国
学
校
保
健
研

究
大
会
事
務
局
(
県
体
育
保
健
課

内
、
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

《
香
典
返
し
》
敬
称
略

福
祉
基
金
へ

マ
松
尾
龍
之
助
(
寿
古
郷
・
亡

父
実
)
叩
万
円

マ
辻
田
ワ
カ
(
植
松
二
丁
目
・

亡
夫
房
一
)
金
一
封

マ
入
江
雄
孝
(
弥
勤
守
郷
・
亡

父
秀
作
)
5万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

マ
森
清
人
(
一
ノ
郷

・
亡
父
文

六
)
石
原
義
春
(
一
ノ
郷
・

亡
妻
加
寿
江
)
電
子
コ
ピ

1

1
台
(
初
万
円
相
当
)

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
小
山
保
雄
(
武
部
町
・
亡
母

ア
ヤ
子

)
5万
円

マ
唐
島
ミ
ト
(
陰
平
町
・
亡
夫

福一

)
5万
円

マ
晦
日
武
二
(
水
、
王
町
一
丁
目

・
亡
妻
ト
ミ
エ
)
5
万
円

《
一
般
寄
付
》
敬
称
略

清
和
圏
へ

マ
村
本
タ
ミ
(
木
場
一
丁
目
)

夏
物
衣
類

長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局

新
庁
舎
ヘ
移
転

業
務
開
始

日
月
お
日
間

場
所

東
本
町
5
3
4
番
地
(
裁
判

所
前
の
旧
地
)
、

宮
②
2
5
4
7

マ
高
原
生
花
庖
H
花
2
束

マ
八
木
舘
H
映
画
招
待

マ
岩
永
光
生
(
本
町
)
菓
子
日

袋

恥
崎

市
立
病
院

へ

4
M

マ
長
崎
航
空
自
H
眼
科
用
医
療

量
‘

機
器
(
印
万
8
0
0
0
円
相

家

当)

も

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

河
川
マ
浦
田
フ
ミ
(
日
泊
町
)
大
村

副

g

子
供
の
家
へ

2
0
0
0
円
外

崎
加

マ
園
田
浜
生

(
本
町
)
給
食
サ

昆
，

l
ビ
ス
対
象
世
帯
へ
ジ
ュ
ー

リ
ト

ス
川
本
外

急邑唱

マ
西
大
村
婦
人
学
級
日
パ

l
ル

崎山町

ハ
イ
ム
へ
金

一
封
外

J
，

マ
板
橋
養
鶏
場
H

鈴
田
の
里
学

叶
い

園
へ
冷
凍
卵

m
k

唖
aw

マ
宿
善
会
館
H

泉
の
里
へ
精
霊

緑
議

船
一
隻

番

好

マ
山
下
ツ
子
(
水
主
喧
一
丁
目
)

ご

と

泉
の
里
へ
刊
万
円

マ
松
原
南
部
老
人
会
H

泉
の
里

ヘ
タ
オ
ル
外

※大村ボー卜 (2 日~7 日、 14 日~17日、 23 日~27 日)
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